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国連創設とイギリス外交

国�
連
創
設
と
イ
ギ
リ
ス
外
交（

（
（�

―
―
「
国
際
連
合
」
と
「
西
欧
連
合
」
の
狭
間
で
―
―

細　
　

谷　
　

雄　
　

一

は
じ
め
に

一　
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
の
起
源
、
一
九
四
一
年
―
四
三
年

　
（
1
）「
大
西
洋
憲
章
」
か
ら
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
へ

　
（
2
）
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
「
四
大
国
構
想
」

　
（
3
）
イ
ギ
リ
ス
の
「
地
域
評
議
会
」
構
想

　
（
4
）
チ
ャ
ー
チ
ル
の
「
地
域
評
議
会
」
構
想

　
（
5
）
モ
ス
ク
ワ
四
国
宣
言

二　

ダ
ン
バ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
会
議
へ
向
け
て

　
（
1
）
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
構
想

　
（
2
）
自
治
領
首
脳
会
議

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

　

一
九
四
八
年
三
月
一
六
日
に
、
パ
リ
で
は
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ベ
ヴ
ィ
ン
英
外
相
と
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ド
ー
仏
外
相
の
間
で
、
英
仏
外

相
会
談
が
行
わ
れ
た
。
冷
戦
が
進
行
し
、
前
月
に
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
で
共
産
主
義
者
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
あ
り
、
緊
張
が
高
ま
る

中
で
の
会
談
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ビ
ド
ー
は
、
ベ
ヴ
ィ
ン
に
向
か
っ
て
、「
わ
れ
わ
れ
は
終
戦
直
後
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
り
も
、
は

る
か
に
戦
争
に
近
い
状
態
に
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
」
と
語
っ
た（

（
（

。
冷
戦
の
緊
張
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
た
。

　

そ
の
翌
日
に
は
、
ベ
ヴ
ィ
ン
と
ビ
ド
ー
の
英
仏
二
人
の
外
相
は
同
じ
列
車
で
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
向
か
い
、
車
中
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

情
勢
に
関
す
る
意
見
交
換
を
続
け
て
い
た
。
三
月
一
七
日
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
西
欧
五
ヵ
国
に
よ
る
共
同
防
衛
の
た
め
の
条
約
が
締
結
さ
れ
た（

（
（

。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
で
あ
る
。

こ
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
調
印
に
よ
っ
て
、
加
盟
五
ヵ
国
は
「
西
欧
同
盟
（W

estern U
nion

）」
と
し
て
の
防
衛
態
勢
を
構
築
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
「
西
欧
同
盟
」
の
構
想
を
設
計
し
た
中
心
人
物
は
、
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
の
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
・
ジ
ェ
ブ
で
あ
っ
た（

（
（

。
ジ
ェ
ブ

は
こ
の
と
き
外
務
省
で
事
務
次
官
補
と
し
て
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
成
立
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
西
欧
諸
国
間
で
集
団
防
衛
体
制

を
構
築
す
る
上
で
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
た
。「
西
欧
同
盟
」
は
、
ジ
ェ
ブ
と
ベ
ヴ
ィ
ン
の
共
同
作
業
の
成
果
と
い
え
る
。

条
約
調
印
後
は
、
ジ
ェ
ブ
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
常
設
委
員
会
に
イ
ギ
リ
ス
代
表
と
し
て
参
加
し
て
、
軍
事
機
構
化
へ
向
け
て
重
要

な
貢
献
を
な
し
た
。

　

ジ
ェ
ブ
は
回
顧
録
の
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
西
欧
諸
国
間
の
協
調
を
進
め
る
大
き
な
動
機
を
、
プ
ラ
ハ
で
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
直

面
し
た
「
恐
怖
心
」
に
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
「
恐
怖
心
」
こ
そ
が
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
核
と
な
る
べ

く
、『
西
欧
同
盟
』
を
形
づ
く
る
最
初
の
努
力
に
関
し
て
迅
速
な
合
意
が
達
成
で
き
た
理
由
」
で
あ
る
と
い
う（

（
（

。
こ
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
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ル
条
約
に
始
ま
る
西
欧
諸
国
の
防
衛
協
力
が
、
翌
年
四
月
の
北
大
西
洋
条
約
調
印
に
至
る
大
き
な
原
動
力
と
な
る
。

　

は
た
し
て
ジ
ェ
ブ
は
外
務
省
内
で
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
戦
後
構
想
を
描
い
て
い
て
、
そ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
き
た
の
か
。
ジ
ェ
ブ
は
い
か
に
し
て
戦
後
の
平
和
を
確
立
し
て
、
ど
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
の
安
全
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
実
は
ジ
ェ
ブ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
内
で
、
国
連
創
設
の
上
で
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

戦
時
中
の
一
九
四
二
年
に
ジ
ェ
ブ
は
、
新
設
の
経
済
復
興
局
（Econom

ic and Reconstruction D
epartm

ent

）
の
局
長
と
な
り
、

国
連
創
設
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た（

（
（

。
ま
た
、
国
連
創
設
の
一
九
四
五
年
一
〇
月
以
降
は
、
ト
リ
グ
ブ
・
リ
ー
が
初
代
事

務
総
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
間
、
国
連
事
務
総
長
代
行
と
し
て
国
連
設
立
の
瞬
間
に
立
ち
会
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
五
〇
年
か

ら
は
国
連
大
使
と
し
て
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
の
難
し
い
時
代
の
外
交
を
と
り
ま
と
め
た
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ェ
ブ
は
外
交
官
と
し
て
の

多
く
の
時
間
を
、
国
連
の
創
設
と
発
展
の
た
め
に
割
い
て
い
た
の
だ
。
い
わ
ば
、
国
連
と
い
う
巨
大
な
国
際
機
構
は
、
イ
ギ
リ
ス
人

外
交
官
で
あ
っ
た
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
・
ジ
ェ
ブ
に
よ
っ
て
そ
の
重
要
な
基
礎
が
作
ら
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
国
連
創
設
に
力
を
注
い
で
い
た
ジ
ェ
ブ
は
、
一
九
四
四
年
以
降
に
は
そ
れ
と
同
時
並
行
で
西
欧
諸
国
間
の
協
調
体
制
を

成
立
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力
し
て
い
た
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
堪
能
で
、
親
仏
的
で
あ
り
、
英
仏
協
調
の
重
要
性
を
深
く
理
解
し
て
お

り
、
一
九
五
四
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
の
難
し
い
時
代
に
パ
リ
に
駐
在
し
て
イ
ギ
リ
ス
大
使
と
し
て
英
仏
関
係
の
発
展
に
尽
力
し
た（

（
（

。

ジ
ェ
ブ
は
「
西
欧
同
盟
」
設
立
を
通
じ
て
、
地
域
主
義
と
し
て
の
西
欧
諸
国
間
の
協
力
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
同
時
に
ジ
ェ

ブ
は
、
国
連
と
い
う
普
遍
主
義
的
な
機
構
を
設
立
し
て
、
そ
れ
に
よ
り
世
界
の
平
和
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
努
力
し
た
。

　

ジ
ェ
ブ
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
国
連
と
い
う
普
遍
主
義
的
な
国
際
機
構
と
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
と
い
う
地
域
主
義
的
な
機
構
と

い
う
二
つ
を
相
互
補
完
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
安
全
と
国
際
的
な
平
和
を
確
保
し
よ
う
と
考
え
た
。
だ

と
す
れ
ば
、
地
域
主
義
と
普
遍
主
義
と
い
う
、
こ
の
二
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
に
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
総
合
的
に
理
解
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
戦
時
中
か
ら
戦
後
初
期
に
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
、
そ
し
て
戦
後
の
平
和
の
確
立
へ
向
け
た
イ
ギ
リ
ス
の
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政
策
を
深
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

イ
ギ
リ
ス
外
交
官
の
ジ
ェ
ブ
は
、「
国
際
連
合
」
創
設
と
「
西
欧
同
盟
」
創
設
と
い
う
二
つ
の
政
策
過
程
に
深
く
関
わ
り
、
想
像

力
溢
れ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
一
九
四
二
年
の
ジ
ェ
ブ
の
経
済
復

興
局
長
就
任
か
ら
一
九
四
四
年
の
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
会
議
の
開
催
に
至
る
ま
で
の
、
国
連
創
設
へ
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
動

き
を
観
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一　
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
の
起
源
、
一
九
四
一
年
―
四
三
年

（
1
）「
大
西
洋
憲
章
」
か
ら
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
へ

　

一
九
四
二
年
一
月
一
日
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
と
、
訪
米
中
の
イ
ギ
リ
ス
首
相
ウ
ィ
ン

ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
と
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
「
連
合
国
宣
言
」
が
、
ソ
連
の
リ
ト
ヴ
ィ
ノ
フ
駐
米
大
使
と
、
中
華
民
国
の
宗
子

文
外
交
部
長
の
同
意
を
得
て
発
表
さ
れ
た
。
翌
日
に
は
二
二
ヵ
国
政
府
代
表
が
署
名
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
二
六
ヵ
国
が
結
集
す
る

「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
と
い
う
連
合
が
つ
く
ら
れ
た
。
ま
た
こ
の
過
程
の
中
で
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
発
案
に

チ
ャ
ー
チ
ル
が
賛
意
を
示
し
た
こ
と
で
、
は
じ
め
て
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た（

（
（

。

　

こ
の
半
年
前
に
英
米
両
国
間
で
合
意
さ
れ
発
表
さ
れ
た
大
西
洋
憲
章
に
お
い
て
、
第
八
項
と
し
て
戦
後
平
和
の
た
め
の
世
界
機
構

を
創
設
す
る
こ
と
で
、
戦
後
の
平
和
を
確
立
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
、
か
つ
て

自
国
が
そ
こ
へ
の
参
加
に
失
敗
し
た
こ
と
か
ら
も
、「
国
際
連
盟
の
新
し
い
総
会
を
つ
く
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
」
と
述
べ
て

い
る（

（
（

。
む
し
ろ
彼
は
、
新
し
い
枠
組
み
を
創
出
す
る
必
要
を
説
い
て
い
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
政
府
、
と
り
わ
け
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大

統
領
は
、
あ
く
ま
で
も
「
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
国
際
警
察
軍
」
を
形
成
し
て
、
他
の
多
く
の
国
は
非
武
装
化
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さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た（

（1
（

。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
き
わ
め
て
大
国
主
義
的
な
世
界
秩
序
観
を
有
し
て
い
た（

（1
（

。

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
認
識
を
有
し
て
い
た
。
一
九
四
一
年
八
月
の
大
西
洋
会
談
に
参
加
し
て
、
大
西
洋
憲
章
起

草
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
務
事
務
次
官
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
カ
ド
ガ
ン
は
む
し
ろ
、
国
際
連
盟
で
経
験
し

た
よ
う
な
多
数
の
加
盟
国
の
間
で
の
協
力
を
基
礎
と
す
る
世
界
機
構
の
創
設
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
。
英
米
間
の
交
渉
の
結
果
、

イ
ギ
リ
ス
の
要
求
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
第
八
項
で
は
「
一
般
的
安
全
保
障
の
た
め
の
広
域
的
で
常
設
的
な
体
制
の
成
立
」
を
目
指

す
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
設
立
時
か
ら
常
任
理
事
国
と
し
て
国
際
連
盟
を
牽
引
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
が
、
こ
の
新
し
い
世
界
機
構
の

設
計
図
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

大
西
洋
憲
章
第
八
項
で
の
合
意
と
、「
連
合
国
宣
言
」
の
発
表
を
受
け
て
、
一
九
四
二
年
に
な
る
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
は
戦
後

世
界
機
構
を
創
設
す
る
た
め
の
省
内
で
の
具
体
的
検
討
が
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
の
が
、
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
・

ジ
ェ
ブ
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
六
月
に
、
ジ
ェ
ブ
は
経
済
復
興
局
長
に
就
任
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
政
府
と
緊
密
な
連
絡
を
と
り
な
が

ら
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
し
て
の
望
ま
し
い
戦
後
機
構
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。
ジ
ェ
ブ
は
自
ら
の
回
顧
録
の
中
で
、「
イ
ギ
リ
ス
側
に

お
け
る
詳
細
な
戦
後
計
画
は
、
一
九
四
二
年
に
ま
で
遡
る
」
と
回
顧
し
て
、「
そ
の
年
の
六
月
に
外
務
省
内
に
経
済
復
興
局
が
設
置

さ
れ
た
」
と
記
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
国
際
政
治
学
者
で
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授
の
ア
ダ
ム
・
ロ
バ
ー
ツ
は
、「
一
九
四
二

年
以
降
、
新
し
い
国
際
機
構
を
計
画
す
る
上
で
、
イ
ギ
リ
ス
こ
そ
が
鍵
と
な
る
役
割
を
担
っ
た
」
と
書
き
、
ま
た
「
外
務
省
内
で
の

詳
細
な
作
業
は
、
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
・
ジ
ェ
ブ
に
統
率
さ
れ
る
経
済
復
興
局
の
設
置
を
も
っ
て
、
一
九
四
二
年
六
月
に
始
ま
っ
た
」

と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
ジ
ェ
ブ
の
両
肩
に
は
、
戦
後
平
和
を
確
立
す
る
上
で
の
巨
大
な
責
任
が
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
2
）
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
「
四
大
国
構
想
」

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
内
の
経
済
復
興
局
の
中
で
は
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
・
ジ
ェ
ブ
を
中
心
に
、
一
九
四
二
年
六
月
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か
ら
本
格
的
に
「
国
連
」
創
設
へ
向
け
た
準
備
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ど
の
よ
う
な
動
機
に
よ
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
方
法
で
国
連
創
設
へ
向
け
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

発
揮
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ジ
ェ
ブ
が
回
顧
す
る
に
は
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
は
る
か
に
小
さ
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、

最
初
に
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
ア
メ
リ
カ
や
ソ
連
が
そ
の
圧
倒
的
な
国
力
に
基
づ
い
て
戦
後
秩
序
を
排
他
的
に
形
成
し
て
い
く
と

考
え
て
い
た
。
ジ
ェ
ブ
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
そ
れ
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
は
、
戦
争
が
終
結
す
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
座
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
し
、
そ
の
前
に
わ
れ
わ
れ
は
検
討
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
協
議
す
べ
き
事

項
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ（

（1
（

。」
す
な
わ
ち
、
ジ
ェ
ブ
は
か
な
ら
ず
し
も
楽
観
的
で
ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義
的
な
想
定
に
基
づ
い
て

い
た
の
で
は
な
く
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
益
や
国
力
を
冷
静
に
見
つ
め
た
上
で
、
最
も
効
果
的
な
方
法
で
戦
後
の
自
国
の
安
全
を
確
保

し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
自
国
の
利
益
と
構
想
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
、
リ
ア

リ
ズ
ム
の
思
考
か
ら
生
ま
れ
た
構
想
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
ジ
ェ
ブ
が
想
定
し
て
い
た
の
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
ウ
ィ
ー
ン
体
制
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
成
立
し
た
、
大
国
間
協
調
を

モ
デ
ル
と
し
た
「
四
大
国
構
想
」
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ブ
自
ら
が
、
国
連
を
創
設
す
る
上
で
の
構
想
に
つ
い
て
、「
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の

戦
い
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
平
和
が
維
持
さ
れ
た
『
世
界
の
協
調
』
を
想
定
し

て
い
た
」
と
回
顧
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
ウ
ィ
ー
ン
体
制
に
お
け
る
大
国
間
協
調
こ
そ
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
国
際
秩
序
形
成
の
成

功
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
の
だ
。
換
言
す
れ
ば
、
戦
後
世
界
で
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ソ
連
、
中
国
と
い
う
「
四
大
国
」
の
間
の
協
調

が
そ
の
基
礎
と
な
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
る
、
最
初
の
体
系
的
な
「
国
連
」
創
設
の
た
め
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
、
一
九
四
二
年
九
月
九
日
に
作
成
さ
れ

た
。「
四
大
国
構
想
（Four-Pow

er Plan

）」
と
題
す
る
こ
の
文
書
で
は
、
大
国
間
協
調
を
軸
と
し
た
国
際
機
構
の
創
設
が
企
図
さ
れ

て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
考
え
る
戦
後
国
際
機
構
の
枠
組
み
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。
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「
理
論
的
に
は
戦
後
世
界
は
連
合
国
全
体
で
運
営
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
主
要
な
決
定
は
四
大
国
に
よ
る
小
規
模

な
『
政
策
委
員
会
』
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
最
高
理
事
会
』
の
下
で
（
こ
れ
は
お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
が
議
長
国

と
な
っ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
る
だ
ろ
う
）、
す
べ
て
の
連
合
国
に
よ
る
『
総
会
』
の
よ
う
な
も
の
が
開
か
れ
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
中
立
国
も
ま
た
そ
こ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う（

（1
（

。」

　

そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
際
的
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ブ
は
回
顧
録
の
中
で
、「
世
界
大
国
と
し

て
の
イ
ギ
リ
ス
の
地
位
の
維
持
こ
そ
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
戦
後
構
想
を
計
画
す
る
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
の
だ
」

と
明
言
し
て
い
る（

（1
（

。
国
力
で
ア
メ
リ
カ
や
ソ
連
に
大
き
く
劣
る
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
国
際
機
構
を
通
じ
て
世
界
大
国

と
し
て
の
地
位
と
影
響
力
を
維
持
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
3
）
イ
ギ
リ
ス
の
「
地
域
評
議
会
」
構
想

　

一
九
四
二
年
か
ら
四
三
年
の
半
ば
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
検
討
さ
れ
た
戦
後
構
想
に
お
い
て
は
、「
地
域
主
義
」
の
発
想

が
色
濃
く
見
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
四
大
国
」
に
よ
る
「
最
高
理
事
会
（a Suprem

e Council

）」
あ
る
い
は
「
世
界
理
事
会

（a W
orld Council

）」
の
下
に
、
複
数
の
「
地
域
評
議
会
（Regional Councils

）」
を
設
置
す
る
方
針
で
あ
っ
た
。
世
界
全
体
に
関

わ
る
問
題
は
「
最
高
理
事
会
」
で
四
大
国
が
議
論
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
問
題
は
「
地
域
評
議
会
」
で
議
論
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

よ
り
具
体
的
に
は
、
四
つ
の
世
界
大
国
が
特
別
な
責
任
を
有
す
る
普
遍
主
義
的
な
「
世
界
理
事
会
」
と
、
地
域
主
義
的
な
機
関
で

あ
る
「
地
域
評
議
会
」
を
「
接
ぎ
木
」
す
る
こ
と
で
、
戦
後
の
世
界
機
構
の
骨
格
を
創
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
九
月
九
日
に

作
成
さ
れ
た
「
四
大
国
構
想
」
と
題
す
る
文
書
で
示
さ
れ
た
ジ
ェ
ブ
の
構
想
に
つ
い
て
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
イ
ー
デ
ン
外
相
は
、「
私

は
こ
の
文
書
が
気
に
入
っ
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
作
業
の
成
果
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
」
と
語
っ
て
い
る（

（1
（

。
ジ
ェ
ブ
の
こ
の
構
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想
は
、
一
一
月
八
日
の
閣
議
文
書
の
中
で
描
か
れ
て
お
り
、
国
連
創
設
へ
向
け
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
基
本
方
針
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
っ
た（

（1
（

。

　

翌
年
の
一
月
一
六
日
に
は
、
国
連
構
想
に
つ
い
て
改
訂
さ
れ
た
新
し
い
閣
議
文
書
が
提
出
さ
れ
た（

（2
（

。
こ
の
体
系
的
な
新
し
い
閣
議

メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
ジ
ェ
ブ
の
構
想
と
比
較
す
る
と
、
地
域
主
義
的
な
色
彩
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

内
閣
の
中
で
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
プ
ス
王
爾
尚
書
の
よ
う
に
、
地
域
主
義
を
中
核
と
し
た
戦
後
構
想
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
四
大
国
」
あ
る
い
は
そ
こ
に
フ
ラ
ン
ス
を
加
え
た
「
五
大
国
」
に
よ
る
「
世
界
理
事
会
」
が
最

高
意
思
決
定
機
関
と
し
て
世
界
の
平
和
に
特
別
な
責
任
を
持
ち
、
そ
の
下
部
に
「
地
域
評
議
会
」
を
設
置
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
い
て
平
和
と
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
る
。
八
つ
の
地
域
評
議
会
と
し
て
、「
欧
州
評
議
会
」、「
極
東
評
議
会
」、「
東
南
ア
ジ

ア
評
議
会
」、「
中
東
評
議
会
」、「
ア
フ
リ
カ
評
議
会
」、「
カ
リ
ブ
評
議
会
」、
そ
し
て
そ
れ
に
加
え
て
「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
会
議

（British Im
perial Conference

）」
と
「
米
州
機
構
（Pan-A

m
erican U

nion

）」
も
ま
た
「
地
域
評
議
会
」
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い

た
。

　

こ
の
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
地
域
評
議
会
を
設
置
す
る
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
世
界
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
、
地
域
独
自
の
政
治
お
よ
び
経
済
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
利
害
を
有
す
る
す
べ
て
の
諸
国
が
集
ま
る
地
域
的

会
合
を
開
催
す
る
べ
き
で
あ
る
。」
そ
し
て
、「
極
東
評
議
会
で
は
お
そ
ら
く
、
中
国
が
主
導
的
な
位
置
に
立
つ
で
あ
ろ
う
。」
戦
後

の
ア
ジ
ア
で
中
国
が
大
国
と
し
て
平
和
に
責
任
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
強
く
望
ん

で
い
た
。
そ
の
よ
う
な
意
向
に
配
慮
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
世
界
大
国
と
し
て
の
中
国
の
責
任
に
疑
念
を
抱
き
な
が
ら
も
、
ア
メ

リ
カ
政
府
の
求
め
る
「
四
人
の
警
察
官
」
構
想
を
基
礎
に
戦
後
秩
序
を
考
え
て
い
く
。

　

こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、「
連
合
国
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
今
、
国
際
協
力
の
新
し
い
機
構
を
設
立
す
べ
き
で
あ

り
、
そ
し
て
連
合
国
を
将
来
に
、
再
活
性
化
し
た
国
際
連
盟
以
上
に
野
心
的
な
も
の
へ
と
拡
張
し
て
い
く
こ
と
を
望
む
こ
と
に
な
る
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で
あ
ろ
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
す
で
に
こ
の
段
階
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
国
連
創
設
へ
向
け
た
準
備
作
業
は
か
な
り
の
程
度
具
体

的
な
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
従
来
の
国
際
連
盟
よ
り
も
強
力
で
実
効
的
な
、
普
遍
的
国
際
機
構
を
設
立
す
る
こ

と
を
望
ん
で
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
が
実
効
的
に
な
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
「
地
域
評
議
会
」
を
設
立
し
て
、
そ
の
地
域

に
お
け
る
大
国
が
特
別
な
責
任
を
有
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。

　

依
然
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
中
心
的
な
関
心
は
、
戦
後
世
界
で
も
イ
ギ
リ
ス
が
世
界
大
国
と
し
て
の
地
位
を
維
持
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
よ
う
に
閣
議
で
は
言
及
さ
れ
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
、
世
界
大
国
と
し
て
の
役
割
を
行
使
し

て
そ
の
責
任
を
持
ち
続
け
る
べ
き
だ
。」
そ
し
て
、「
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
目
的
を
、
支
援
さ
れ
ず
に
独
力
で
実
現
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。」
こ
の
新
し
い
戦
後
世
界
機
構
で
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ソ
連
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
わ
れ
わ
れ
が
世
界
機
構
の
一
部
と
な
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
あ
る
い
は
世
界
大
国
と
な
っ
て
は
じ
め
て
、
わ
れ
わ
れ

は
自
ら
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ（

（2
（

。」

（
4
）
チ
ャ
ー
チ
ル
の
「
地
域
評
議
会
」
構
想

　

イ
ギ
リ
ス
首
相
の
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
外
務
省
内
の
検
討
作
業
に
関
心
を
寄
せ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
四
三
年
二
月
に
な
る
と
、
次
第
に
戦
後
世
界
機
構
創
設
へ
向
け
て
自
ら
の
見
解
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
一
九

四
三
年
二
月
に
ト
ル
コ
を
訪
問
し
て
い
た
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
は
、
列
車
の
中
で
自
ら
の
戦
後
構
想
を
秘
書
官
に
書
き
取
ら
せ
て
、
記

録
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
を
チ
ャ
ー
チ
ル
は
「
朝
の
思
索
（M

orning T
houghts

）」
と
呼
び
、
こ
の
覚
書
を
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
も

送
っ
て
い
る
。

　

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。「
連
合
国
の
主
要
国
が
、
自
由
、
正
義
、
そ
し
て
繁
栄
の
復
興
と
い
う
理
念
に
基
づ
い
て
、

平
和
の
維
持
の
た
め
の
世
界
機
構
を
創
設
す
る
こ
と
が
、
そ
の
目
的
だ
。
こ
の
機
構
の
一
部
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
府
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（European Governm
ent

）
と
い
う
枠
組
み
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
国
際
連
盟
の
精
神
を
体
現
し
な
が
ら

も
、
そ
の
脆
弱
さ
を
受
け
継
ぐ
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う（

（2
（

。」

　

こ
こ
で
チ
ャ
ー
チ
ル
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
府
」
と
い
う
場
合
に
、
そ
れ
は
「
地
域
評
議
会
」
を
意
味
し
て
い
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、

「
最
高
理
事
会
（a Suprem

e Council

）」
の
下
で
、「
ア
メ
リ
カ
評
議
会
（Council of A

m
erica

）」、「
ア
ジ
ア
評
議
会
（Council of 

A
sia

）」、
そ
し
て
「
欧
州
評
議
会
（Council of Europe

）」
を
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
「
地
域
評
議
会
」
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
平
和
と
安
定
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
、
一
月
の
閣
議
に
提
出
さ
れ
た

「
国
連
構
想
」
と
題
す
る
イ
ー
デ
ン
外
相
の
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
含
ま
れ
て
い
る
「
地
域
評
議
会
」
構
想
と
似
た
も
の
で
あ
る
が
、

チ
ャ
ー
チ
ル
は
そ
の
よ
う
な
外
務
省
内
の
検
討
に
あ
ま
り
興
味
を
持
た
ず
、
ま
た
関
連
し
た
文
書
も
正
確
に
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。

い
わ
ば
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
思
い
つ
き
に
近
い
か
た
ち
で
、「
地
域
評
議
会
」
中
心
の
戦
後
構
想
を
提
唱
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の

よ
う
な
、
そ
れ
ま
で
の
経
緯
を
考
慮
に
入
れ
な
い
雑
駁
な
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
の
提
案
は
、
外
務
省
と
り
わ
け
ジ
ェ
ブ
局
長
や
イ
ー
デ

ン
外
相
を
困
惑
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
、
こ
の
よ
う
な
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
の
独
断
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
国
連
構
想
を
具
体
化
す
る
作
業
を
続
け
て
い
く
。

　

一
九
四
三
年
五
月
に
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
し
た
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
自
ら
の
戦
後
構
想
を
ア
メ
リ
カ
政
府
関
係
者
に
向

か
っ
て
説
明
し
た（

（2
（

。
基
本
的
に
チ
ャ
ー
チ
ル
の
考
え
る
戦
後
秩
序
と
は
、
戦
時
中
の
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
の
「
三
大
国
」

の
協
力
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
、
大
国
中
心
主
義
的
な
機
構
を
設
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、「
三
脚
の
椅
子
」

と
し
て
「
欧
州
評
議
会
」
と
「
ア
ジ
ア
評
議
会
」
と
「
ア
メ
リ
カ
評
議
会
」
を
創
設
す
る
必
要
を
語
り
、
こ
の
三
つ
の
地
域
評
議
会

に
よ
っ
て
世
界
平
和
を
確
立
す
る
べ
き
と
説
い
た
。
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
・
ジ
ェ
ブ
局
長
や
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
イ
ー
デ
ン
外
相
が
、
あ
く

ま
で
も
「
世
界
最
高
理
事
会
」
を
中
心
に
し
て
、
普
遍
主
義
的
な
世
界
機
構
の
設
立
を
考
え
て
い
た
の
に
対
し
て
、
む
し
ろ
チ
ャ
ー

チ
ル
の
構
想
に
お
い
て
は
、「
地
域
評
議
会
」
が
平
和
と
安
全
の
た
め
の
中
核
的
な
機
構
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
外
務
省
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の
構
想
も
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
構
想
も
、
い
ず
れ
も
「
地
域
評
議
会
」
設
立
の
必
要
に
触
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
似
て
非
な
る
戦
後
構

想
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
五
月
二
二
日
、
ア
メ
リ
カ
政
府
高
官
に
向
け
て
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
問
題
の
解
決
へ
向
け
て
十
分
な
労
力
を
示
し
、
そ
れ
に
取
り
組
む
見
通
し
が
あ
る
諸
国
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
紛
争
に
よ
っ
て

自
国
の
利
益
が
大
き
く
影
響
さ
れ
る
よ
う
な
諸
国
の
み
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
そ
れ
ら
の
紛
争
と
は
直
接
関
係
の
な
い
よ
う
な
諸
国
が
、

問
題
解
決
へ
向
け
て
中
心
と
な
っ
て
関
与
す
る
よ
う
に
想
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
単
な
る
退
屈
で
学
術
的
な
お
し
ゃ
べ
り
へ
と

帰
結
す
る
で
あ
ろ
う（

（2
（

。」

　

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
現
実
主
義
的
な
観
点
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
大
国
が
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
問
題
に
関
与
す
る
こ
と
な
ど
は
現
実

的
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
深
く
関
係
す
る
大
国
が
第
一
義
的
に
責
任
を
負
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
他
方
で
、
外
務
省
、

と
り
わ
け
ジ
ェ
ブ
や
イ
ー
デ
ン
が
そ
の
よ
う
な
「
地
域
評
議
会
」
構
想
に
不
安
を
抱
い
て
い
た
理
由
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
危
機
に
対
し
て
、
戦
前
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
れ
が
自
国
の
安
全
に
は
関
係
が
な
い
と
考
え
て
、
関

与
を
し
な
く
な
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
か
ら
だ
。
地
域
主
義
的
な
戦
後
構
想
を
実
現
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が
再
び
一
九
世
紀

の
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
時
代
に
回
帰
し
て
、
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
あ
る
西
半
球
の
み
に
自
ら
の
責
任
を
限
定
す
る
可
能
性
が
高
い
の

だ
。
確
か
に
イ
ギ
リ
ス
が
世
界
全
体
の
問
題
に
常
に
関
与
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
域
主
義
を
中
心
と
し

た
構
想
を
描
い
て
し
ま
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
世
界
か
ら
後
退
す
る
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
も
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
考
え
る
よ
う
な
地
域
主
義
構
想
に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
が
噴
出
し
て
い
た
。
チ
ャ
ー

チ
ル
が
語
る
「
地
域
評
議
会
」
が
、
戦
前
に
お
け
る
地
域
覇
権
や
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、
よ
り
開
放
的
で
、

よ
り
普
遍
的
な
機
構
を
求
め
る
見
解
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
ー
レ
ス
副
大
統
領
は
、
こ
の
よ
う
な
チ
ャ
ー
チ
ル
の
構

想
が
孕
む
問
題
点
を
指
摘
し
て
、「
四
大
国
」
に
よ
り
世
界
を
支
配
す
る
こ
と
へ
の
他
国
の
懸
念
が
浮
上
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

や
、
そ
の
よ
う
な
地
域
主
義
的
な
構
想
が
戦
前
の
勢
力
圏
分
割
の
発
想
に
近
い
こ
と
を
指
摘
し
た（

（2
（

。
チ
ャ
ー
チ
ル
の
地
域
主
義
的
な
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構
想
は
、
か
な
ら
ず
し
も
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
っ
て
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
チ
ャ
ー
チ
ル
の
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
の
会
談
の
内
容
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
政
府
に
も
伝
え
ら
れ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
も
、
新
し
い
世
界
機
構
の
中
で
地
域
主
義
的
な
要
素
を
ど
の
程
度
中
核
に
位
置
づ
け
る
か
、
意
見
が
分
か
れ

て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
検
討
作
業
の
中
心
に
い
た
ジ
ェ
ブ
は
、
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。「
チ
ャ
ー
チ
ル
の
地
域
主
義
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
と
比
較
し
て
、
イ
ー
デ
ン
は
、
連
盟
で
の
豊
か
な
経
験
を
背
景
と
し
て
、
つ
ね
に
普
遍
主
義
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
よ
り
好

ま
し
い
も
の
と
考
え
て
い
た（

（2
（

。」

　

そ
れ
を
受
け
て
、
七
月
七
日
に
作
成
さ
れ
た
新
し
い
閣
議
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
、「
平
和
の
組
織
化
の
た
め
の
国
連
構
想
」
で
は
、
ア

メ
リ
カ
政
府
の
意
向
も
考
慮
に
入
れ
る
と
同
時
に
、
よ
り
実
現
可
能
性
が
高
い
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
他
方
で
、
大
国
が
中
心
と

な
っ
て
世
界
の
平
和
と
安
全
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
想
定
に
つ
い
て
は
受
け
継
が
れ
て
お
り
、「
連
合
国
の
中
で
、
世
界
大
国
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
責
任
を
受
け
入
れ
る
用
意
が
な
い
な
ら
ば
、
連
合
国
間
の
国
際
協
調
が
十
分
な
一
体
性
や
安
定
性
を
も
た
ら
す

こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
書
か
れ
て
い
た（

（2
（

。
地
域
主
義
的
な
機
関
を
、
世
界
大
国
に
よ
る
「
世
界
理
事
会
」
と
組
み
合
わ
せ
る
必

要
に
つ
い
て
も
、
こ
の
文
書
の
中
で
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
大
国
が
、
世
界
シ
ス
テ
ム
の
中
で
最
大
限
実
効
的
な
管

理
を
行
い
、
ま
た
小
国
と
連
携
し
て
い
く
上
で
、
地
域
的
な
機
関
を
設
立
す
る
の
が
有
益
で
あ
ろ
う
。」
さ
ら
に
、「
一
般
的
に
論
じ

て
、
地
域
的
な
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
は
、
奨
励
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る（

（2
（

。「
地
域
的

グ
ル
ー
プ
」
の
論
理
を
擁
護
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
す
べ
て
の
世
界
大
国
が
、
世
界
全
体
の
安
全
保
障
に
責
任
を
持
つ
必
要
を
指
摘

し
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
も
そ
れ
ま
で
以
上
に
真
剣
に
、
戦
後
の
国
際
機
構
創
設
へ
向
け
た
具
体
的
な
検
討
作
業
が

続
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
出
て
き
た
一
つ
の
結
論
は
、
可
能
な
限
り
普
遍
主
義
的
な
国
際
機
構
を
創
設
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
初
、

ア
メ
リ
カ
の
国
務
次
官
の
サ
ム
ナ
ー
・
ウ
ェ
ル
ズ
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
同
様
に
地
域
主
義
的
な
構
想
を
基
礎
に
し
た
戦
後
構
想
を
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考
え
て
い
た（

（2
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
国
務
長
官
の
コ
ー
デ
ル
・
ハ
ル
は
そ
の
よ
う
な
ウ
ェ
ル
ズ
の
考
え
を
嫌
い
、
よ
り
い
っ
そ
う
普
遍

主
義
的
な
性
質
の
強
い
機
構
を
設
立
す
る
意
向
で
あ
っ
た
。
ハ
ル
は
そ
も
そ
も
、
地
域
主
義
的
な
機
構
を
設
立
す
る
こ
と
で
、「
将

来
の
戦
後
機
構
が
危
機
に
陥
る
」
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た（

（3
（

。
ハ
ル
は
、
も
し
も
そ
の
よ
う
な
地
域
主
義
的
な
機
構
を
設
立
す
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
孤
立
主
義
的
な
世
論
が
勢
い
を
増
し
て
、「
欧
州
評
議
会
」
や
「
太
平
洋
評
議
会
」
の
よ
う
な
地
域
評
議
会
へ

と
関
与
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
地
域
評
議
会
は
、
世
界
を
地
域
主
義
的
な
勢
力
圏
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
普
遍
主
義
的
な
精
神
は
侵
食
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
。

　

ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
は
、
一
九
四
三
年
八
月
に
「
国
連
憲
章
（Charter of the U

nited N
ations

）」
を
検
討
す
る
作
業
に
入
っ
て

お
り
、
ハ
ル
国
務
長
官
の
意
向
に
基
づ
い
て
あ
く
ま
で
も
普
遍
主
義
的
な
機
構
と
し
て
国
連
構
想
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た（

（3
（

。

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
む
し
ろ
、
ウ
ェ
ル
ズ
次
官
の
考
え
方
に
近
か
っ
た
が
、
国
務
省
内
の
対
立
関
係
が
悪
化
し
て
結
局
は

ウ
ェ
ル
ズ
が
九
月
二
五
日
に
辞
任
し
て
、
ハ
ル
の
普
遍
主
義
的
な
構
想
が
ア
メ
リ
カ
政
府
の
基
本
的
立
場
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る（

（3
（

。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
次
第
に
地
域
主
義
的
な
構
想
へ
の
消
極
的
な
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
る
。

（
5
）
モ
ス
ク
ワ
四
国
宣
言

　

一
九
四
三
年
八
月
二
二
日
、
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官
コ
ー
デ
ル
・
ハ
ル
は
、
戦
後
国
際
機
構
創
設
へ
向
け
た
「
四
国
宣
言
（Four-

Pow
er D

eclaration

）」
の
草
案
を
イ
ー
デ
ン
外
相
に
渡
し
た（

（3
（

。
こ
の
文
書
は
、
戦
後
構
想
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
原
則
を

明
ら
か
に
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
八
つ
の
項
目
を
記
し
た
簡
潔
な
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
第
四
項
と
し
て
、「
実

行
可
能
な
限
り
早
期
の
日
程
で
、
一
般
的
な
国
際
機
構
を
創
設
す
る
必
要
を
確
認
」
し
て
い
る（

（3
（

。
ハ
ル
国
務
長
官
は
、
イ
ギ
リ
ス
が

構
想
を
固
め
て
い
る
「
国
連
構
想
」
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
自
ら
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
新
し

い
国
際
機
構
を
創
設
し
よ
う
と
し
て
い
た（

（3
（

。
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一
九
四
三
年
九
月
に
な
る
と
、
連
合
国
の
勝
利
が
確
実
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
と
も
に
国

連
創
設
へ
向
け
た
準
備
作
業
も
本
格
化
し
て
い
く
。
一
〇
月
一
九
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
、
ソ
連
の
首
都
モ
ス
ク
ワ
で
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
ソ
連
の
三
大
国
の
間
で
の
外
相
会
談
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
は
戦
後
構
想
が
中
心
的
な
議
題
と
な
り
、
ど
の
よ
う
な
国

際
機
構
を
樹
立
す
る
か
が
議
論
さ
れ
た
。
最
終
的
に
、
一
〇
月
三
〇
日
に
米
英
ソ
の
三
国
が
交
渉
の
結
果
合
意
し
た
共
同
宣
言
に
、

中
国
も
加
わ
っ
て
、
一
一
月
二
日
に
「
モ
ス
ク
ワ
四
国
宣
言
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
第
四
項
と
し
て
、「
実
行
可
能
な

限
り
早
期
の
日
程
で
、
平
和
愛
好
諸
国
の
主
権
平
等
原
則
に
基
づ
い
て
、
国
際
的
な
平
和
と
安
全
を
維
持
す
る
た
め
に
、
大
国
で
あ

る
と
小
国
で
あ
る
と
に
拘
わ
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
諸
国
に
加
盟
が
開
か
れ
て
い
る
、
一
般
的
な
国
際
機
構
を
創
設
す
る
必
要
を
確
認
す

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ま
で
は
英
米
両
国
政
府
が
水
面
下
で
検
討
し
て
い
た
戦
後
機
構
設
立
の
た
め
の
計
画
が
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
公
表
さ
れ
て
、

世
界
に
向
け
て
発
信
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、「
一
般
的
な
国
際
機
構
を
創
設
す
る
」
こ
と
が
、
連
合
国
に
お
け
る
重
要
な
戦
後

構
想
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
は
、
こ
の
先
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
四
大
国
」
に
よ
る
世
界

機
構
創
設
の
た
め
の
会
議
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
会
議
開
催
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
機
構
を
設
立
す
る
べ
き
か

に
つ
い
て
の
詳
細
な
準
備
作
業
を
進
め
て
い
く
。

二　

ダ
ン
バ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
会
議
へ
向
け
て

（
1
）
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
構
想

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
は
、
ど
の
よ
う
な
世
界
機
構
を
設
立
す
る
の
が
望
ま
し
い
か
、
政
治
的
、
軍
事
的
、
経
済
的
な
諸
側
面
か
ら

詳
細
に
検
討
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
作
業
は
、
外
務
担
当
閣
外
相
の
Ｒ
・
Ｋ
・
ロ
ウ
を
中
心
と
し
て
、
複
数
省
庁
か
ら
集
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ま
っ
た
官
僚
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
終
戦
・
戦
後
委
員
会
（A

PW
C; A

rm
istice and Post-W

ar Com
m

ittee

）
の
中
で
行
わ
れ
て
い

た
。
一
九
四
四
年
四
月
二
二
日
、
こ
の
終
戦
・
戦
後
委
員
会
が
作
成
し
た
「
将
来
の
世
界
機
構
（Future W

orld O
rganisation

）」

と
題
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
、
ク
レ
メ
ン
ト
・
ア
ト
リ
ー
副
首
相
に
よ
っ
て
、
戦
時
内
閣
で
閣
議
文
書
と
し
て
提
出
さ
れ
た（

（3
（

。
そ
の

後
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
自
治
領
首
脳
会
議
（
Ｄ
Ｐ
Ｍ
Ｍ
）
の
準
備
作
業
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
こ
の
文
書
が
広
く
読

ま
れ
て
い
っ
た
。

　

ロ
ウ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、「
わ
れ
わ
れ
の
第
一
の
目
的
は
、
世
界
機
構
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」、

「
そ
れ
が
成
立
し
た
と
き
に
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
用
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
国
際
紛
争
を
解
決
し
た
ら

よ
い
か
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
長
年
国
際
連
盟
を
常
任
理
事
国
と
し

て
支
え
て
き
た
立
場
か
ら
、「
そ
の
先
例
と
な
る
機
構
の
最
良
の
特
長
を
、
引
き
継
ぐ
べ
き
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
あ
く
ま
で
も
、
自
ら
の
そ
れ
ま
で
外
交
実
務
で
の
経
験
を
基
礎
と
し
て
、
新
し
い
世
界
機
構
を
創
ろ
う
と
し
て

い
た
。
そ
の
際
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
」
ま
で
を
も
参
考
に
し
て
い
る
。
ロ
ウ
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。「
世
界
に
お
け
る
主
要
国
の
政
策
を
調
整
す
る
た
め
の
中
核
的
な
組
織
を
設
立
す
る
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
偉
大
な
伝
統
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
め
つ
つ
あ
る
そ
の
よ
う
な
提
案
は
、
先
の
大
戦
の
前
に
カ
ー
ス
ル
レ
イ
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
、
ソ
ー
ル

ズ
ベ
リ
、
そ
し
て
グ
レ
イ
が
、
さ
ら
に
は
戦
間
期
に
は
バ
ル
フ
ォ
ア
卿
、
サ
ー
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
そ
し
て
ア
ー

サ
ー
・
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
が
支
持
を
表
明
し
て
き
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。」
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
以
来
続
く
大
国
間
協
調

を
通
じ
た
外
交
の
伝
統
を
、
こ
の
新
し
い
世
界
機
構
に
お
い
て
も
継
承
し
て
活
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
段
階
で
は
外
務
省
は
、
普
遍
主
義
的
な
機
構
と
し
て
国
連
を
創
設
す
る
必
要
を
強
く
感
じ
て
い
た
。
ロ
ウ
は
次
の
よ

う
に
論
じ
る
。「
こ
の
機
構
が
世
界
規
模
の
組
織
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
英
連
邦
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ゆ
え
、
地
域
機
構
を
こ
の
目
的
の
下
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
一
定
の
時
間
が
経
過
す
る
こ
と
で
、
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こ
の
地
域
主
義
的
な
機
構
が
（
お
そ
ら
く
必
然
的
に
そ
の
よ
う
な
機
構
が
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
）
世
界
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
も
し

も
そ
れ
が
世
界
機
構
の
枠
組
み
の
中
で
適
切
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
利
点
は
欠
点
を
は
る
か
に
上
回
る
で
あ
ろ
う（

（3
（

。」

　

ま
た
、「
戦
後
安
全
保
障
機
構
の
軍
事
的
側
面
」
と
題
す
る
付
属
文
書
で
は
、
軍
事
的
な
観
点
か
ら
、
世
界
機
構
が
複
数
の
地
域

機
構
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
指
摘
し
て
い
る（

（4
（

。
と
い
う
の
も
、
軍
事
的
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
地
域

と
ほ
か
の
地
域
を
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
ら
だ
。
す
で
に
こ
こ
で
は
、
地
域
主
義
的
な
機
構
の
設
立
へ
の
志
向
性
が
後

退
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
他
方
で
、
そ
の
地
域
に
含
ま
れ
る
諸
国
が
よ
り
真
剣
に
安
全
保
障
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
危
機

に
対
応
す
る
た
め
の
実
効
性
や
迅
速
性
が
高
ま
る
利
点
が
あ
る
こ
と
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
主
要
国
間
で
の
協
調

が
維
持
さ
れ
る
か
否
か
が
、
こ
の
よ
う
な
世
界
機
構
が
機
能
す
る
た
め
の
重
要
な
分
岐
点
に
な
る
と
論
じ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ

の
文
書
に
お
い
て
は
新
し
い
世
界
機
構
の
名
称
を
、「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
戦
時
中
の
大
国
間
の
協
調
を
そ
の
ま
ま
戦
後
世
界
で
も
持
続
さ
せ
る
必
要
が
、
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

七
月
三
日
に
な
る
と
、
イ
ー
デ
ン
外
相
が
国
連
創
設
へ
向
け
た
新
し
い
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
提
出
し
て
、
一
ヵ
月
後
に
開
催
予
定
の

国
連
創
設
の
た
め
の
「
四
大
国
」
間
の
会
合
に
備
え
る
こ
と
に
な
っ
た（

（4
（

。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な

「
地
域
評
議
会
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
地
域
主
義
的
な
構
想
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ど
の
よ
う
な
組
織
を
成
立
さ
せ
る
べ
き
か

が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ー
デ
ン
外
相
の
基
本
的
な
姿
勢
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
地
域
的
機
構
を
設
立
す
る
際
の
問
題
点
に
留
意
し
て
、
そ
の
よ
う
な
主
張
を
抑
制
す
る
必
要
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
と
い

う
の
も
、
第
一
に
、「
ロ
シ
ア
人
た
ち
に
、
わ
れ
わ
れ
が
ロ
シ
ア
に
対
す
る
敵
対
勢
力
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
組
織
化
を
進
め
て

い
る
、
と
い
う
印
象
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
」
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
第
二
に
は
、「
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
孤
立
主
義
を
助
長
し
て

し
ま
う
こ
と
」
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
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イ
ー
デ
ン
は
そ
れ
ま
で
一
貫
し
て
ア
メ
リ
カ
政
府
や
ソ
連
政
府
と
の
交
渉
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
外
交
努
力
に
よ
り

連
合
国
が
結
束
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
戦
局
で
有
利
な
状
況
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
そ
の
彼
と
し
て
も
、
戦
後
世

界
に
お
い
て
ソ
連
を
敵
対
視
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
孤
立
主
義
へ
と
追
い
込
む
こ
と
は
、
け
っ
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

何
よ
り
も
、
戦
後
に
お
い
て
も
大
国
間
協
調
が
維
持
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
、
平
和
の
た
め
の
重
要
な
基
礎
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
の

よ
う
な
考
慮
か
ら
も
、「
地
域
評
議
会
」
を
中
心
と
し
た
構
想
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
会
議
を
前
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
は
国
連
創
設
へ
向
け
た
準
備
作
業
が
進
捗
し

て
い
た
。
他
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
は
そ
れ
と
は
異
な
る
構
想
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
「
西
欧
ブ
ロ
ッ
ク
（W

estern 

bloc

）」
構
想
で
あ
り
、
戦
後
の
世
界
で
大
国
間
で
の
利
害
対
立
か
ら
亀
裂
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
英
仏
両
国
を
中
心
と

し
た
西
欧
諸
国
の
協
力
関
係
を
育
む
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
構
想
の
起
源
は
、
ア
ル
ジ
ェ
に
駐
在
し
て
、
仏
国
民
解
放
委
員
会
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
代
表
で
あ
っ
た
ダ
フ
・

ク
ー
パ
ー
が
、
五
月
三
〇
日
に
本
国
外
務
省
に
送
っ
た
電
報
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ー
パ
ー
が
就
い
て
い
た
こ
の
ポ
ス
ト
は
実

質
的
な
駐
仏
大
使
を
意
味
し
て
お
り
、
パ
リ
解
放
の
後
に
は
ク
ー
パ
ー
が
そ
の
ま
ま
フ
ラ
ン
ス
臨
時
政
府
へ
の
駐
仏
大
使
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
ア
ル
ジ
ェ
か
ら
の
電
報
で
、
ク
ー
パ
ー
は
体
系
的
か
つ
論
理
的
に
イ
ギ
リ
ス
が
選
択
す
べ
き
政
策
を
提
唱
し
て
い
る（

（4
（

。
こ
の

よ
う
な
提
案
を
受
け
て
、
イ
ー
デ
ン
外
相
も
ま
た
西
欧
諸
国
間
の
協
力
に
基
づ
い
た
共
同
防
衛
の
枠
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て

い
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
、「
西
欧
の
政
策
（Policy in W

estern Europe

）」
と
題
す
る
政
策
文
書
の
電
報
で
あ
っ
た
。

　

ク
ー
パ
ー
は
こ
の
電
報
の
中
で
、
国
際
連
盟
の
失
敗
を
想
起
し
て
、
新
し
い
世
界
機
構
も
ま
た
い
ず
れ
機
能
不
全
に
陥
る
可
能
性

を
指
摘
す
る
。
現
実
主
義
的
な
ク
ー
パ
ー
か
ら
す
れ
ば
、
戦
後
世
界
に
お
い
て
ソ
連
と
の
協
力
関
係
が
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
と
は
、

考
え
が
た
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
た
場
合
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
の
強
固
な
協
力
関
係
こ
そ
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が
、
イ
ギ
リ
ス
の
安
全
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
定
に
資
す
る
と
論
じ
て
い
る
。
ク
ー
パ
ー
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
「
わ
れ
わ
れ
の
対
外
政
策
が
、
国
際
連
盟
の
実
効
性
や
集
団
安
全
保
障
の
原
則
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
は
、
間
違
い
で
は
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
連
盟
が
機
能
不
全
を
起
こ
し
た
際
に
、
そ
れ
に
代
わ
り
得
る
他
の
政
策
を
わ
れ
わ
れ
が
用
意
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
誤
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
挫
折
し
た
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
な
る
政
策

を
導
入
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
大
き
な
失
敗
で
あ
っ
た（

（4
（

。」

　

ク
ー
パ
ー
は
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。「
こ
こ
最
近
の
経
緯
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
同
盟
の
方
が
孤
立
し
た
状
態
よ
り

も
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
論
じ
る
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
。」

　

こ
の
よ
う
な
ク
ー
パ
ー
の
長
文
の
電
報
に
対
し
て
、
イ
ー
デ
ン
も
ま
た
て
い
ね
い
な
返
答
を
送
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
イ
ー
デ
ン
外

相
は
、
前
記
の
よ
う
に
ク
ー
パ
ー
が
、「
国
際
連
盟
の
実
効
性
や
集
団
安
全
保
障
」
が
挫
折
し
た
際
に
、
伝
統
的
な
同
盟
と
い
う
手

段
に
依
拠
す
る
必
要
を
指
摘
し
た
こ
と
に
対
し
て
、「
私
は
そ
れ
に
は
完
全
に
同
意
す
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
、「
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
ソ
連
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
膨
張
主
義
的
な
政
策
を
進
め
て
い
く
危
険
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
も
論
じ
て
い
る
。
イ
ー
デ
ン

と
ク
ー
パ
ー
は
、
戦
前
に
は
ネ
ヴ
ィ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
首
相
が
進
め
て
い
た
宥
和
政
策
に
反
対
し
て
、
閣
僚
を
辞
任
し
た
経
験
を

共
有
す
る
。
ま
た
二
人
と
も
フ
ラ
ン
ス
語
を
流
暢
に
話
す
、
親
仏
的
な
政
治
家
で
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
イ
ー
デ
ン
は
そ
の
よ
う
な
ク
ー
パ
ー
の
構
想
に
は
消
極
的
な
態
度
を
示
し
た
。
と
い
う
の
も
、
西
欧
諸
国
が
協
調
し

て
「
西
欧
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
連
を
孤
立
さ
せ
、
脅
威
認
識
を
強
め
さ
せ
て
、
ソ
連
を
よ
り
い
っ
そ
う
膨
張

主
義
的
な
政
策
の
方
向
へ
と
追
い
込
む
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。
あ
く
ま
で
も
、
連
合
国
間
の
結
束
を
図
る
場
合
は
、
そ
れ
が
ド
イ

ツ
の
脅
威
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
と
き
に
は
イ
ー
デ
ン
外
相
は
、
た
と
え
そ
れ
が

困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
戦
後
世
界
に
お
い
て
も
大
国
間
協
調
に
よ
り
平
和
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
優
先
的
に
考
え
て
い
た
。
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（
2
）
自
治
領
首
脳
会
議

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
内
で
は
イ
ー
デ
ン
を
中
心
に
、
よ
り
普
遍
主
義
的
な
色
彩
の
強
い
戦
後
世
界
機
構
を
構
想

し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
駐
仏
大
使
と
な
る
ダ
フ
・
ク
ー
パ
ー
は
む
し
ろ
、「
西
欧
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
し
て
西
欧
諸
国
間
の
協
調
を
想

定
し
て
戦
後
構
想
を
検
討
し
て
い
た
。
他
方
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
は
依
然
と
し
て
、「
三
大
国
」
を
中
核
と
し
て
、
そ
の
下
位
に

地
域
評
議
会
を
位
置
づ
け
る
戦
後
構
想
を
抱
い
て
お
り
、
こ
れ
を
政
府
内
で
主
張
し
て
い
た
。

　

一
九
四
四
年
五
月
八
日
に
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
自
治
領
首
脳
会
議
へ
向
け
て
、
戦
後
世
界
機
構
に
関
す
る
自
ら
の
構
想
を
ま
と
め
た

メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
作
成
し
た（

（4
（

。
そ
こ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
お
よ
び
英
連

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス

邦
（British Em

pire and Com
m

onw
ealth

）、
ア
メ

リ
カ
、
ソ
連
、
さ
ら
に
は
そ
こ
に
中
国
を
加
え
て
、「
四
大
国
」
に
よ
る
「
世
界
平
和
理
事
会
」
を
設
置
す
る
べ
き
だ
と
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
下
位
に
「
ア
ジ
ア
評
議
会
」、「
欧
州
評
議
会
」
そ
し
て
「
ア
メ
リ
カ
評
議
会
」
と
い
う
三
つ
の
地
域
評
議

会
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
次
の
よ
う
に
地
域
評
議
会
の
機
能
を
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
地
域
評
議

会
は
、
そ
の
地
域
の
繁
栄
と
平
和
へ
向
け
て
事
態
を
改
善
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
義
務
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
最
初

の
任
務
は
、
敗
戦
国
の
再
軍
備
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
早
期
の
段
階
で
戦
争
の
原
因
と
な
る
種
子
を
摘
み
取
る
努
力
を
す
る
こ

と
で
あ
る（

（4
（

。」

　

一
九
四
四
年
五
月
一
一
日
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
自
治
領
の
首
相
が
集
ま
っ
た
会
議
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
こ
れ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
、
中
国
の
「
四
大
国
」
で
開
催
す
る
予
定
の
国
連
創
設
の
た
め
の
歴
史
的
な
国
際
会
議
、
す
な
わ
ち
ダ
ン
バ
ー
ト

ン
・
オ
ー
ク
ス
会
議
開
催
の
準
備
作
業
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
自
治
領
諸
国
の
意
見
を
収
束
さ
せ
る
必
要
が

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
自
治
領
首
脳
会
議
で
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
が
作
成
し
た
前
述
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
へ
の
批
判
が
噴
出
し

た
（
（4
（

。
ま
ず
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
諸
国
を
代
表
し
て
、「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
」
と
し
て
単
一

の
主
体
と
し
て
発
言
す
る
こ
と
へ
の
批
判
が
募
っ
て
い
た
。
こ
の
頃
に
は
、
す
で
に
そ
れ
ら
の
諸
国
も
独
立
し
た
主
権
国
家
と
し
て
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の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
す
べ
て
、
イ
ギ
リ
ス
一
国
が
代
弁
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
自
治
領
諸
国
に
は
受

け
入
れ
が
た
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
「
地
域
評
議
会
」
が
そ
の
平
和
と
安
全
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
、

チ
ャ
ー
チ
ル
の
地
域
主
義
的
な
発
想
へ
の
批
判
も
強
か
っ
た
。
ア
ジ
ア
全
体
を
、
中
国
が
責
任
あ
る
大
国
と
し
て
安
定
さ
せ
る
こ
と

は
、
と
て
も
想
像
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。

　

自
ら
が
提
案
し
た
「
地
域
評
議
会
」
構
想
に
対
す
る
批
判
が
噴
出
す
る
中
で
、
そ
れ
を
実
現
す
る
難
し
さ
を
チ
ャ
ー
チ
ル
は
実
感

し
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
自
治
領
相
へ
の
書
簡
に
お
い
て
、「
確
か
に
、
地
域
的
連
盟
を
創
る
と
い
う
考
え
は
、
危
険
に
満
ち
て
い

る
と
私
も
感
じ
て
い
る
」
と
認
め
て
、
し
か
し
な
が
ら
「
私
は
ど
う
に
か
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
』
を
救
出

し
た
い
」
と
論
じ
た（

（4
（

。
こ
れ
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
一
九
四
六
年
九
月
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
」
設
立
を
求
め
る
演
説
の
伏
線
と
な

る
。

　

結
局
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
自
ら
の
構
想
を
大
き
く
後
退
さ
せ
て
、
こ
の
後
に
は
イ
ー
デ
ン
外
相
や
ジ
ェ
ブ
局
長
に
そ
の
作
業
を
委
ね

て
い
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
よ
り
普
遍
主
義
的
な
構
想
と
し
て
の
国
連
創
設
の
基
本
的
構
図
を
描
く
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
ア

メ
リ
カ
政
府
の
検
討
し
て
い
た
構
想
と
大
き
く
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
英
米
両
国
政
府
の
認
識
が
収
斂
し
て
い
く
こ
と
で
、「
国

連
」
創
設
へ
向
け
た
準
備
作
業
が
大
き
く
前
進
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
の
後
の
一
九
四
四
年
八
月
一
四
日
か
ら
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
郊
外
の
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
邸
で
国
連
創
設
へ
向
け
た

「
四
大
国
」
の
会
合
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
会
談
は
、
前
半
に
英
米
ソ
の
三
大
国
、
そ
し
て
後
半
に
は
英
米
中
の
三
大
国
と
、
そ
の

前
年
の
一
九
四
三
年
の
テ
ヘ
ラ
ン
首
脳
会
議
と
、
カ
イ
ロ
首
脳
会
議
と
同
様
の
形
式
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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一
九
四
四
年
の
夏
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
し
て
の
国
連
構
想
の
骨
格
は
明
確
と
な
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ル
国
務
長
官
と

イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
デ
ン
外
相
は
、
こ
の
頃
ま
で
に
地
域
主
義
的
な
要
素
を
抑
制
し
て
、
普
遍
主
義
的
な
大
国
間
協
調
と
し
て
の
国
連

を
構
想
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
は
、
イ
ー
デ
ン
自
ら
を
含
め
て
、
ソ
連
と
の
協
調
を
前
提
に
し
た
国
連

の
枠
組
み
が
機
能
し
な
く
な
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
自
国
の
安
全
を
す
べ
て
ソ
連
の
手
に
委
ね
る
ほ
ど
、
ナ

イ
ー
ブ
で
は
な
か
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
は
国
連
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
、
ダ
フ
・
ク
ー
パ
ー
大
使
が
提
唱
し
た
「
西
欧
ブ
ロ
ッ
ク
」
構
想
を

検
討
す
る
作
業
を
並
行
し
て
進
め
て
お
り
、
地
域
主
義
的
な
安
全
保
障
枠
組
み
が
実
現
可
能
と
な
る
よ
う
な
措
置
を
求
め
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
点
で
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
普
遍
主
義
的
な
機
構
と
し
て
の
国
連
と
、
地
域
主
義
的
な
「
西
欧
ブ
ロ
ッ
ク
」

構
想
と
い
う
二
つ
の
戦
後
構
想
を
、
矛
盾
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
相
互
補
完
的
な
も
の
と
し
て
組
み
合
わ
せ
て
構
想

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
イ
ー
デ
ン
外
相
や
ジ
ェ
ブ
局
長
は
、
こ
の
二
つ
の
構
想
の
い
ず
れ
も
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
れ

が
相
互
補
完
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
検
討
す
る
上
で
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

　

現
代
の
世
界
で
も
、
普
遍
主
義
的
機
構
と
地
域
主
義
的
機
構
は
そ
の
い
ず
れ
も
が
必
要
だ
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
起
源
を
考

え
る
上
で
、
イ
ギ
リ
ス
外
交
に
注
目
す
る
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
1
）　

本
稿
は
、
一
九
四
一
年
か
ら
四
四
年
ま
で
の
四
年
間
の
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
お
け
る
国
連
創
設
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
概
観
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
一
九
四
一
年
か
ら
四
三
年
ま
で
の
国
連
創
設
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
細
谷
雄
一
「
国
連
構
想
と

イ
ギ
リ
ス
外
交
―
―
普
遍
主
義
と
地
域
主
義
の
交
錯
、
一
九
四
一
～
四
三
年
」
細
谷
雄
一
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
日
本
』

（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
四
年
）
と
し
て
ま
と
め
て
お
り
、
本
稿
に
お
い
て
一
部
そ
れ
と
重
複
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か

じ
め
お
断
り
し
た
い
。
ま
た
、
本
稿
は
、
日
本
国
際
政
治
学
会
二
〇
一
五
年
度
研
究
大
会
で
の
研
究
報
告
を
も
と
に
し
て
い
る
。
研
究
報

告
の
際
に
、
貴
重
な
ご
指
摘
や
ご
質
問
を
頂
い
た
会
員
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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（
2
）　T

he N
ational A

rchives 

（T
N

A

）, FO
800/477, 16‌ M

arch 1948, Conversations w
ith Bidault, K

ew
 Gardens, the 

U
nited K

ingdom
; 

細
谷
雄
一
『
戦
後
国
際
秩
序
と
イ
ギ
リ
ス
外
交
―
―
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
形
成　

一
九
四
五
年
～
一
九
五
一
年
』

（
創
文
社
、
二
〇
〇
一
年
）
九
七
頁
。

（
3
）　

細
谷
『
戦
後
国
際
秩
序
と
イ
ギ
リ
ス
外
交
』
九
八
―
九
九
頁
。

（
4
）　Sean Greenw

ood, T
itan at the Foreign O

ffi
ce: G

ladw
yn Jebb and the Shaping of the M

odern W
orld 

（Leiden: 
M

artinus N
ijhoff, 2008

） pp.227-237.

（
5
）　Gladw

yn Jebb, T
he M

em
oirs of Lord G

ladw
yn （London: W

eidenfeld and N
icolson, 1972

） p.220.

（
6
）　

ジ
ェ
ブ
の
国
連
創
設
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
そ
の
著
書
の
中
で
詳
し
く
書
い
て
い
る
。Lord Gladw

yn, 

“Founding the 
U

nited N
ations: Principles and O

bjects

”, in Erik Jensen and T
hom

as Fisher 

（eds.

）, T
he U

nited K
ingdom

 – T
he 

U
nited N

ations 

（Basingstoke: M
acm

illan, 1990

） pp.21-47. 

ま
た
こ
の
論
文
の
草
稿
に
つ
い
て
は
、GLA

D
2/2/19, Papers of 

Lord Gladw
yn, Churchill College, Cam

bridge, the U
nited K

ingdom

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ェ
ブ
は
当
初
は
、
自
ら
の

回
顧
録
の
タ
イ
ト
ル
に
「M

r. M
inority

」
と
記
し
て
、
外
務
省
内
で
の
同
調
者
が
少
な
い
孤
独
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る

が
、
結
局
最
終
的
に
は
こ
の
言
葉
は
、
刊
行
さ
れ
た
回
顧
録
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
7
）　

一
九
四
四
年
の
「
西
欧
ブ
ロ
ッ
ク
」
構
想
の
成
立
か
ら
一
九
四
七
年
の
ダ
ン
ケ
ル
ク
条
約
締
結
ま
で
の
間
の
英
仏
関
係
を
記
し
た
も

の
と
し
て
、Sean Greenw
ood, T

he A
lternative A

lliance: A
nglo-French R

elations before the Com
ing of N

A
T

O
 1944-

48 

（London: M
inerva, 1996

） 

お
よ
びJohn W

. Y
oung, Britain, France and the U

nity of E
urope 1945-51 

（Leicester: 
Leicester U

niversity Press, 1984

） 

が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
は
、「
欧
州
統
一
（European U

nity

）」

の
観
点
か
ら
そ
れ
を
論
じ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
本
稿
で
は
む
し
ろ
国
連
設
立
構
想
の
一
部
と
し
て
、
こ
の
「
西
欧
ブ
ロ
ッ
ク
」
構
想

と
「
西
欧
同
盟
」
構
想
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
こ
と
を
強
調
す
る
。

（
8
）　

こ
れ
は
、
日
本
語
で
は
「
連
合
国
」
と
通
常
訳
さ
れ
る
が
、
こ
の
後
に
は
戦
時
中
の
連
合
国
間
の
協
調
関
係
を
基
礎
に
し
た
「
国
際

連
合
」
が
創
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
二
つ
を
一
つ
の
連
続
し
た
も
の
と
し
て
考
え
る
ゆ
え
に
こ
こ
で
は
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ネ
ー

シ
ョ
ン
ズ
」
と
表
記
し
た
い
。

（
9
）　M

em
orandum

 by W
ells, at Sea, A

ugust 11, 1941, Foreign R
elations of the U
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